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1. 2022年3月期第2四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年9月30日）

(2) 連結財政状態

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する四
半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第2四半期 4,030 43.2 563 ― 644 ― 391 ―
2021年3月期第2四半期 2,814 △31.8 △144 ― △140 ― △172 ―

（注）包括利益 2022年3月期第2四半期 361百万円 （392.2％） 2021年3月期第2四半期 73百万円 （343.5％）

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

2022年3月期第2四半期 205.22 ―
2021年3月期第2四半期 △90.94 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期第2四半期 16,216 8,496 52.3 4,429.99
2021年3月期 13,347 8,215 61.4 4,306.15
（参考）自己資本 2022年3月期第2四半期 8,474百万円 2021年3月期 8,193百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 0.00 ― 55.00 55.00
2022年3月期 ― 0.00
2022年3月期（予想） ― 55.00 55.00

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する
当期純利益

1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 8,000 35.7 650 190.1 750 114.0 450 75.1 235.98



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
（注）詳細は、添付資料９ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記 （４） 四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特
有の会計処理の適用）」をご覧下さい。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（注）詳細は、添付資料９ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記 （４） 四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧下さ
い。

(4) 発行済株式数（普通株式）

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及
び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想などの将来予測情報に関する
説明」をご覧下さい。

（決算補足説明資料の入手方法について）
決算補足説明資料につきましては、当社ホームページに掲載する予定であります。

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期2Q 2,000,000 株 2021年3月期 2,000,000 株
② 期末自己株式数 2022年3月期2Q 87,036 株 2021年3月期 97,336 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期2Q 1,906,956 株 2021年3月期2Q 1,896,831 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、設備投資や生産等に持ち直しの動きが見られたものの、新型

コロナウイルス感染症の拡大長期化の影響もあり、依然として予断を許さない状況が続いております。

　世界経済は、ワクチン接種の進展に伴い一部地域では経済の回復が期待される一方で、感染再拡大の懸念に加

え、米中対立の長期化、半導体の供給不足、原材料価格の高騰、物流の停滞・輸送費用の高騰、中国の電力不足問

題等のリスク要因も並存しており、先行きは一段と不透明感を増しております。

　このような状況のもと、当第２四半期連結累計期間の業績は、当社の主力市場の一つである北米市場の需要回復

等により、連結売上高は40億３千万円（前年同期比43.2％増加）となりました。

　損益につきましては、売上高の増加、採算性の改善効果や為替相場が想定よりも円安基調で推移したこと等によ

り、営業利益は５億６千３百万円（前年同期は１億４千４百万円の営業損失）、経常利益は６億４千４百万円（前

年同期は１億４千万円の経常損失）、親会社株主に帰属する四半期純利益は３億９千１百万円（前年同期は１億７

千２百万円の親会社株主に帰属する四半期純損失）となりました。

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

　ガス機器事業は、フォークリフト向け部品の販売増加や受託実験の増加等により、売上高は16億１千１百万円

（同43.7％増加）、セグメント利益は２億６千万円（前年同期は２億４千４百万円の損失）となりました。

　汎用機器事業は、主要マーケットである米国市場の需要回復・販売増加等により、売上高は18億１千８百万円

（同49.1％増加）、セグメント利益は８千万円（前年同期は８千３百万円の損失）となりました。

　自動車機器事業は、インド市場の販売回復やフォークリフト向けキャブレターの販売増加等により、売上高は３

億２千５百万円（同65.3％増加）、セグメント利益は１千２百万円（前年同期は２千５百万円の損失）となりまし

た。

　不動産賃貸事業は、売上高は２億７千４百万円（同0.7％減少）、セグメント利益は２億９百万円（同0.4％増

加）となりました。

（２）財政状態に関する説明

①財政状態の分析

（資産の部）

　当第２四半期連結会計期間末における総資産の残高は、162億１千６百万円と前連結会計年度末と比べて28億６

千８百万円増加しました。主な増減項目は、建設仮勘定の増加（22億５千８百万円）、受取手形、売掛金及び契約

資産の増加（４億１千２百万円）であります。

（負債の部）

　当第２四半期連結会計期間末における負債の残高は、77億２千万円と前連結会計年度末と比べて25億８千７百万

円増加しました。主な増減項目は、設備関係支払手形の増加（17億６千７百万円）、支払手形及び買掛金（４億６

百万円）であります。

（純資産の部）

　当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は、84億９千６百万円と前連結会計年度末と比べて２億８千

万円増加しました。主な増減項目は、利益剰余金の増加（２億８千２百万円）であります。

②キャッシュ・フローの分析

　当第２四半期連結累計期間における、現金及び現金同等物の残高は、営業活動によるキャッシュ・フローの増加

（４億５千万円）が、投資活動によるキャッシュ・フローの減少（５億６千４百万円）及び財務活動によるキャッ

シュ・フローの減少（１億１千１百万円）を下回り、また、現金及び現金同等物に係る換算差額の減少（１億１千

３百万円）による調整を行った結果、現金及び現金同等物の残高は、33億７千５百万円（前第２四半期連結累計期

間は34億８千２百万円）となり、前第２四半期連結累計期間と比べて１億７百万円減少しました。

　各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果増加した資金は４億５千万円となりました。これは主に税金等調整前四半期純利益（５億８千３

百万円）、仕入債務の増加（４億８千１百万円）、売上債権の増加（４億４千３百万円）、棚卸資産の増加（２億

３千９百万円）によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果減少した資金は５億６千４百万円となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出（５

億６千１百万円）によるものであります。
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（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果減少した資金は１億１千１百万円となりました。これは主に配当金の支払額（１億４百万円）に

よるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2021年10月27日に「業績予想の修正に関するお知らせ」にて公表しましたとおり、通期の連結業績予想につきま

しては、北米市場の需要が回復したことや採算性の改善効果及び為替相場が想定よりも円安基調で推移したこと等

により、売上高及び利益ともに前回予想値（2021年7月28日公表）を上回る見込みであります。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,870,104 3,534,777

受取手形及び売掛金 860,557 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 1,273,523

電子記録債権 287,917 361,582

商品及び製品 900,743 983,054

仕掛品 1,050,617 1,278,424

原材料及び貯蔵品 66,030 79,422

その他 214,231 619,877

貸倒引当金 △7,972 △9,010

流動資産合計 7,242,231 8,121,652

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,376,542 2,336,329

機械装置及び運搬具（純額） 776,202 689,260

建設仮勘定 583,893 2,842,543

その他（純額） 582,246 567,442

有形固定資産合計 4,318,884 6,435,575

無形固定資産 44,144 43,827

投資その他の資産

投資有価証券 1,707,879 1,579,468

その他 34,674 35,866

投資その他の資産合計 1,742,553 1,615,335

固定資産合計 6,105,582 8,094,737

資産合計 13,347,813 16,216,389

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 92,372 499,119

電子記録債務 335,830 398,980

短期借入金 2,300,000 2,400,000

未払法人税等 28,907 216,115

賞与引当金 144,012 155,028

設備関係支払手形 230,700 1,998,450

その他 286,381 561,748

流動負債合計 3,418,203 6,229,441

固定負債

長期借入金 150,000 50,000

退職給付に係る負債 646,205 580,892

その他 918,151 859,996

固定負債合計 1,714,356 1,490,889

負債合計 5,132,559 7,720,331

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 500,000 500,000

資本剰余金 44,762 49,143

利益剰余金 6,936,372 7,218,771

自己株式 △229,815 △205,496

株主資本合計 7,251,319 7,562,418

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 921,662 832,171

為替換算調整勘定 △38,883 27,748

退職給付に係る調整累計額 59,052 52,063

その他の包括利益累計額合計 941,831 911,984

非支配株主持分 22,103 21,656

純資産合計 8,215,253 8,496,058

負債純資産合計 13,347,813 16,216,389
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

売上高 2,814,947 4,030,641

売上原価 2,297,741 2,798,349

売上総利益 517,205 1,232,292

販売費及び一般管理費 661,309 668,947

営業利益又は営業損失（△） △144,103 563,344

営業外収益

受取利息 7,786 5,169

受取配当金 27,698 35,998

為替差益 － 38,240

その他 13,923 16,946

営業外収益合計 49,407 96,355

営業外費用

支払利息 15,339 14,813

為替差損 30,432 －

その他 0 0

営業外費用合計 45,772 14,813

経常利益又は経常損失（△） △140,468 644,886

特別利益

固定資産売却益 － 213

特別利益合計 － 213

特別損失

固定資産除売却損 18 45,626

環境対策費 － 16,140

特別損失合計 18 61,766

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△140,487 583,333

法人税等 61,392 192,438

過年度法人税等 △17,981 －

四半期純利益又は四半期純損失（△） △183,898 390,895

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △11,400 △446

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△172,498 391,342

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △183,898 390,895

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 295,738 △89,490

為替換算調整勘定 △40,912 66,632

退職給付に係る調整額 2,428 △6,989

その他の包括利益合計 257,255 △29,847

四半期包括利益 73,356 361,048

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 85,898 361,495

非支配株主に係る四半期包括利益 △12,541 △446

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）
△140,487 583,333

減価償却費 258,001 225,600

貸倒引当金の増減額（△は減少） △680 1,066

賞与引当金の増減額（△は減少） 4,068 10,989

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △34,177 △75,263

受取利息及び受取配当金 △35,484 △41,168

支払利息 15,339 14,813

為替差損益（△は益） 517 16,310

固定資産除売却損益（△は益） 18 45,412

売上債権の増減額（△は増加） 153,413 △443,223

棚卸資産の増減額（△は増加） 61,967 △239,042

仕入債務の増減額（△は減少） △209,511 481,395

その他 2,661 △141,989

小計 75,648 438,234

利息及び配当金の受取額 35,484 41,168

利息の支払額 △15,362 △14,746

法人税等の支払額 △23,252 △14,307

営業活動によるキャッシュ・フロー 72,517 450,348

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △100,513 △90,255

定期預金の払戻による収入 85,011 89,945

子会社出資金の取得による支出 － △2,665

有形固定資産の取得による支出 △446,535 △561,795

有形固定資産の売却による収入 － 213

無形固定資産の取得による支出 － △915

貸付けによる支出 △200 －

貸付金の回収による収入 283 －

その他 2,189 697

投資活動によるキャッシュ・フロー △459,764 △564,774

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 100,000 －

長期借入金の返済による支出 △103,385 －

リース債務の返済による支出 △7,513 △7,169

配当金の支払額 △160,876 △104,646

財務活動によるキャッシュ・フロー △171,775 △111,815

現金及び現金同等物に係る換算差額 △4,569 △113,622

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △563,592 △339,864

現金及び現金同等物の期首残高 4,046,386 3,715,523

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,482,794 3,375,659

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　税金費用につきましては、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示するこ

とといたしました。なお、収益認識会計基準第89－２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度につい

て新たな表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基

準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客

との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる四半期連結財務諸表に与え

る影響はありません。

（表示方法の変更）

（連結貸借対照表）

　当第２四半期連結会計期間において、有形固定資産の「その他（純額）」に含めて表示しておりました「建設仮

勘定」は、金額的重要性が増したため、当第２四半期連結会計期間より区分掲記しております。この表示方法の変

更を反映させるため、前連結会計年度の財務諸表の組替えを行っております。

　この結果、前連結会計年度の連結貸借対照表において有形固定資産の「その他（純額）」に表示しておりました

1,166,140千円は、「建設仮勘定」583,893千円、「その他（純額）」582,246千円として、組替えております。

　当第２四半期連結会計期間において、流動負債の「その他」に含めて表示しておりました「設備関係支払手形」

は、金額的重要性が増したため、当第２四半期連結会計期間より区分掲記しております。この表示方法の変更を反

映させるため、前連結会計年度の財務諸表の組替えを行っております。

　この結果、前連結会計年度の連結貸借対照表において流動負債の「その他」に表示しておりました517,081千円

は、「設備関係支払手形」230,700千円、「その他」286,381千円として、組替えております。
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（単位：千円）

ガス機器
事業

汎用機器
事業

自動車機
器事業

不動産賃
貸事業

合計 調整額

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)

売上高

外部顧客への売上高 1,121,633 1,219,398 196,969 276,945 2,814,947 － 2,814,947

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － － －

計 1,121,633 1,219,398 196,969 276,945 2,814,947 － 2,814,947

セグメント利益又は

損失（△）
△244,225 △83,305 △25,500 208,928 △144,103 － △144,103

（単位：千円）

ガス機器
事業

汎用機器
事業

自動車機
器事業

不動産賃
貸事業

合計 調整額

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)

売上高

日本 1,133,106 31,389 226,598 － 1,391,094 － 1,391,094

米国 150,355 1,688,021 3,966 － 1,842,344 － 1,842,344

中国 48,345 79,260 502 － 128,108 － 128,108

韓国 78,188 17,708 827 － 96,723 － 96,723

その他 201,730 1,949 93,705 － 297,385 － 297,385

顧客との契約から生

じる収益
1,611,727 1,818,329 325,599 － 3,755,656 － 3,755,656

その他の収益 － － － 274,985 274,985 － 274,985

外部顧客への売上高 1,611,727 1,818,329 325,599 274,985 4,030,641 － 4,030,641

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － － －

計 1,611,727 1,818,329 325,599 274,985 4,030,641 － 4,030,641

セグメント利益 260,421 80,252 12,914 209,755 563,344 － 563,344

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益又は営業損失（△）と一致しておりま
す。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

固定資産に係る重要な減損損失の認識、のれんの金額の重要な変動及び重要な負ののれん発生益の認識は
ありません。

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「会計方針の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、

収益認識に関する会計処理方法を変更したため、報告セグメントの利益又は損失の測定方法を同様に変更し

ております。

当該変更が報告セグメントの売上高及び利益又は損失に与える影響は軽微であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

固定資産に係る重要な減損損失の認識、のれんの金額の重要な変動及び重要な負ののれん発生益の認識は

ありません。
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